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薬用作物（トウキ・トリカブト・オウギ）における栽培と病害虫防除

は　じ　め　に

漢方製剤は，自然界にある植物や鉱物等に由来する生
薬を組合せて作られた薬である。原料となる生薬は，大
きく分けて動物・鉱物・植物由来の三つに分類され，動
物・鉱物由来の生薬には，牡蠣の貝殻である牡蛎（ぼれ
い），セミの抜け殻である蝉退（せんたい）等がある。
植物由来の生薬は最も種類が多く，使用される部位も果
実，種子，根や樹皮，葉等様々である。代表的なものに
は，ウコギ科の人参（にんじん），セリ科の当帰（とうき）
等が挙げられる（厚生労働省，2016）。なお，医薬品原
料として使用するためには，「医薬品，医療機器等の品
質，有効性及び安全性の確保等に関する法律」（厚生労
働省，1960）の第 41条に基づき，定められた日本薬局
方などに規定された基準に適合する必要がある。
当社では現在，植物由来の生薬 110品目，動物・鉱物

由来 9品目の合計 119品目を原料生薬とし，それらを組
合せることで 129種類の漢方製剤を製造している。使用
している原料生薬は，日本で約 15％，中国で約 80％，そ
の他の国から約 5％の割合で調達している。ここ数年，
中国の著しい経済発展や中国国内での生薬需要の高まり
を受け，中国産生薬の価格が高騰しており，日本で栽培
可能な生薬並びに既存品目の生産数量拡大について検討
している。本稿では，薬用作物の栽培と防除についてト
ウキ，トリカブト，及びオウギを例に紹介する。

I　薬用作物の国内での栽培状況

国内で原料生薬として使用されている 264品目のうち
84品目が国内で栽培されているが，その自給率は 10％
程度であり，その中で国内生産量が多い品目はコウイ，
センキュウ，トウキである（表―1；山本ら，2019）。ま
た全国各地で薬用作物の栽培は行われており，特に大分
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表－1　生薬，医療用および一般用漢方製剤，生薬製剤で使用されている原料生薬の使用量

生薬名 薬用作物名 総使用量
（トン）

うち国内産
（トン）

割合
（％）

センキュウ（川芎） センキュウ 558.6 469.3 84.0
トウキ（当帰） トウキ・ホッカイトウキ 873.4 233.4 26.7
チンピ（陳皮） ウンシュウミカン 334.7 112.0 33.5
ボウイ（防已） オオツヅラフジ 133.2 107.2 80.5
クマザサ クマザサ 102.9 102.9 100
クロモジ クロモジ 75.3 75.3 100
コウボク（厚朴） ホウノキ 199.2 57.2 28.7
キジツ（枳実） ダイダイ・ナツミカン 108.3 57.2 52.8
ブシ（附子） オクトリカブト・ハナトリカブト 108.5 42.4 39.1
コウベイ（粳米） イネ 108.5 41.3 38.0
ソヨウ（蘇葉） シソ 108.8 37.6 34.6
シャクヤク（芍薬） シャクヤク 1,513.7 34.3 2.3
オウギ（黄耆） キバナオウギ・ナイモウオウギ 356.1 24.6 6.9
サイコ（柴胡） ミシマサイコ 608.6 11.6 1.9
オウバク（黄柏） キハダ 175.7 2.9 1.6
ジオウ（地黄） アカヤジオウ・カイケイジオウ 424.3 2.5 0.6

※平成 28年度生薬総使用量上位 60品目のうち日本産の使用量（コウイ除く）が 1トン以上ある品目を抽出．
※「日本における原料生薬の使用量に関する調査報告（山本ら，2019）」から作成．
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県，北海道，富山県で栽培面積が大きく，品目としては
ハトムギ，サンショウ，ミシマサイコ，センキュウ等が
上位を占める（表―2，表―3；公益財団法人日本特産農産
物協会，2019）。
当社の国内での主要生産拠点は北海道（夕張ツムラ），
岩手県，群馬県，和歌山県，高知県，熊本県の 6箇所で
あり，それぞれで契約栽培を行い，国内栽培の強化を図
っている。また安全な生薬の安定確保のため，生薬の収
量向上や品質安定化のための研究も行っている。

II　薬用作物栽培の特徴

これまでの栽培は手作業で賄える程度の小面積である

ことが多く，栽培方法についても生産者のノウハウに頼
っていたのが現状であった。昨今，薬用作物の栽培を普
及促進する動きが高まっているが，薬用作物は下記の点
で一般作物と異なるため，栽培の拡大や新規導入を進め
るうえでの障害となっている（薬用作物産地支援協議会，
2017）。
・ 栽培期間が長いものが多く，畑の利用効率が悪い。
・ 種苗の入手先が限られており，正しい基原植物の種
苗を入手することが難しい品目が多い。
・ 多くの品目で品種化されていない。
・ 使用可能な農薬が少ない品目が多い。
・ 多くの作業が人力・手作業に依存しており，機械化
が遅れている。
・ 収穫後に乾燥・調製の工程が必要になる。
・ 医薬品としての品質基準（日本薬局方，日本薬局方
外生薬規格など）をクリアする必要がある。
・農作物のように市場がなく契約栽培が主流である。

III　薬用作物の栽培と防除

 1 トウキ
トウキはセリ科の植物で，根を生薬「当帰（とうき）」

として使用し，トウキ（Angelica acutiloba Kitagawa）
とホッカイトウキ（A. acutiloba Kitagawa var. sugiyamae 

Hikino）が基原植物として定められている（図―1）。
4～6月に播種し，約 1年間育苗した苗を暖地では 3～

4月に，寒冷地では 4～5月に定植する。収穫は暖地で
11～12月に，寒冷地では 10～11月に行う（薬事日報社，
1992）。秋に苗を定植し 1年後に収穫する秋植え栽培を
行う地域もある。採種する場合は，晩秋に収穫しないで
越冬させ翌年（定植 2年目）の夏に開花・結実させ採種
を行う。収穫した根を通例，湯通しして乾燥させたもの
が生薬「当帰」となる。体を温め血の巡りをよくする効
果があるため，婦人系の処方に使用されている。古くか
ら北海道，群馬県，奈良県等，全国で栽培されており，
栽培の歴史は長い。
（ 1） トウキに発生する病害虫

1）発生害虫
トウキに発生する害虫の中で最も問題となるのがキア
ゲハの幼虫（図―2）であり，特に定植後の生育期に発生
する。北海道では 5～9月ころまで発生し，新芽や葉を
食害し生育に影響を与える。また，本州の比較的暖かい
地域ではクロモンシロハマキが発生する。4～5月ころ
から発生し，ふ化した幼虫が株元近くの芽や葉柄基部か
ら侵入し根部まで食害する。ひどい場合には，株全体が
枯死する場合があるが，軽微な場合は症状がわかりにく

表－3　主要薬用作物の国内栽培面積

薬用作物名 栽培面積
（ha） 主な産地

ハトムギ 564.9 富山県，島根県，栃木県
サンショウ 221.1 和歌山県，高知県，奈良県
ミシマサイコ 145.9 熊本県，高知県，愛媛県
センキュウ 114.0 北海道，岩手県
トウキ 91.4 北海道，群馬県，長野県
ウコン 56.4 沖縄県，鹿児島県，宮崎県
トリカブト 37.5 北海道，岩手県
ガジュツ 35.5 鹿児島県
ダイダイ 27.5 高知県，静岡県，和歌山県
シャクヤク 26.9 秋田県，富山県，奈良県
カンゾウ 23.9 北海道，青森県，岡山県
ウド 19.9 秋田県
ウヤク 17.2 和歌山県
オウギ 14.2 北海道
ダイオウ 14.1 北海道
シソ 13.6 北海道，岩手県，愛媛県

※ 公益財団法人日本特産農産物協会「地域特産作物（工芸作物，
薬用作物及び和紙原料等）に関する資料（平成 29年産）」よ
り抜粋．

表－2　都道府県別の栽培面積および主な生産品目

都道府県 栽培面積
（ha） 主な生産品目

大分県 454.9 大麦若葉，クワ，ハトムギ
富山県 328.8 シャクヤク，ハトムギ，トウキ
北海道 282.0 センキュウ，トウキ，トリカブト
和歌山県 170.6 サンショウ，ウヤク，トウキ
高知県 104.0 サンショウ，ダイダイ，ミシマサイコ
島根県 95.2 ハトムギ，ショウガ，モロヘイヤ
鹿児島県 92.3 大麦若葉，ガジュツ，ミシマサイコ
栃木県 74.8 ハトムギ，サイコ，ヨロイグサ
熊本県 65.4 ミシマサイコ，ショウガ
沖縄県 59.9 ウコン，ヨモギ，グァバ

※ 公益財団法人日本特産農産物協会「地域特産作物（工芸作物，
薬用作物及び和紙原料等）に関する資料（平成 29年産）」よ
り上位 10位を抜粋．
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く，収穫後，食害跡が見つかることも多い。そのほかに
アブラムシ類やハダニ類も発生する。採種株に発生し，
問題となる害虫として，アカスジカメムシ（図―3）がい
る。定植2年目のトウキが開花し始める6月から発生し，
果実を吸汁するため，吸汁された種子はしいなや実の入
りが悪くなり採種量や種子の品質が低下する。
登録農薬としては，キアゲハにデブフェノジド水和

剤，採種用とうきに対しエトフェンプロックス乳剤があ
る。アブラムシ類にはモスピラン水溶剤と顆粒水溶剤，
ハダニ類にはクロルフェナピル水和剤が登録されてい
る。クロモンシロハマキ，アカスジカメムシを防除する
登録農薬はない。

2）発生病害
育苗期によく見られる病害として Rhizoctonia solaniに
よる苗立枯病がある（前川・相野，1999）（図―4）。また
Didymella sp.による根腐病も発生するが（阿部ら，1980；
利根川ら，2019），症状が根部にでるためわかりずらく，
収穫して初めて根部の腐敗が見つかることが多い。

地上部に発生する病害として，Plasmopara属菌による
べと病（栢森ら，2019）があり，6月ころから北海道など
の冷涼地で発生する。同じセリ科のセンキュウでは大き
な被害が報告されている。また，葉に斑点が生じる斑点

図－3　トウキに発生したアカスジカメムシ

図－4　トウキ苗立枯病

図－2　トウキに発生したキアゲハ

図－1　トウキ栽培風景
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病（Didymella sp.根腐病菌とは種が異なる）（図―5）が年
間を通じて発生する（川部ら，2016；利根川ら，2019）。
登録農薬には，べと病が対象のマンネブ水和剤があ

り，その他，野菜類としてべと病やリゾクトニア菌によ
る苗立枯病等を対象とした登録農薬がある。

 2 トリカブト
トリカブトはキンポウゲ科の植物で，塊根を生薬「附

子（ぶし）」として使用し，ハナトリカブト（Aconitum 

carmichaeli）とオクトリカブト（A. japonicum）が基原
植物として定められている（図―6）。塊根を種芋とする
栄養繁殖で，種芋を 9～10月に植え付け，翌年の 9～10

月に収穫する（薬事日報社，1999）。アルカロイド系の
成分を持つため毒草のイメージが強いが，乾燥させた塊
根を「修治（しゅうち）」と呼ばれる高温高圧処理を行
い減毒処理をする。鎮静作用が強く，利尿，強心等にも
効果がある。冷涼地を好むため，北海道や岩手県等で栽

培されている。
（ 1） トリカブトに発生する病害虫

1）発生害虫
鱗翅目の幼虫やハモグリバエ類等による食害が見られ
るが，大きな被害はあまり見られない。

2）発生病害
Verticillium dahliaeによる半身萎凋病（白石・贄田，

1985），Plectosporium tabacinumによる株枯病（富岡ら，
2008）や Rhizoctonia属菌による立枯病（図―7）（森ら，
2018）が報告されている。また，キュウリモザイクウイ
ルス（CMV）による葉のモザイク症状（図―8）が発生
する（FUKUMOTO et al., 2008）。東北以南では，7～9月こ
ろSclerotium rolfsiiによる白絹病（図―9）が発生する（岩
舘・菅，2018）。
トリカブトに登録のある殺菌剤，殺虫剤はない。その
ため生育期間中に半身萎凋病などの土壌病害が発生して
も罹病株を抜き取る程度の対応しかできない。

図－6　トリカブト栽培風景

図－7　トリカブト立枯病図－5　トウキの斑点病
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 3 オウギ
オウギはマメ科の植物で，根を生薬「黄耆（おうぎ）」

として使用し，キバナオウギ（Astragalus membranaceus）
とナイモウオウギ（A. mongholicus）が基原植物として
定められている（図―10）。4～5月に播種（直播）し 10

月に収穫する（薬事日報社，1996）。また，採種の場合

は定植 2年目の株を使用する。生薬「黄耆（おうぎ）」
は収穫した根を乾燥させたもので利尿作用等がある。主
に北海道で栽培されている。
（ 1） オウギに発生する病害虫

1）発生害虫
オウギに発生する害虫として，ヤガ類の幼虫やアブラ

図－10　オウギ栽培風景

図－11　オウギに発生したアブラムシ類 図－12　オウギに発生したハダニ類

図－9　トリカブト白絹病図－8　トリカブトのモザイク症状
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ムシ類，ハダニ類等がある（図―11，12）。ヤガ類による
食害はオウギが出芽し始める 5月ころから発生し，株数
が減少するため影響が大きい。
登録農薬としては，アブラムシ類にフルシトリネート

液剤があり発生する 5月以降適宜散布する。
2）発生病害
オウギに発生する病害として，地際部が褐変し立枯れ

症状を引き起こす Rhizoctonia solaniによる茎腐病（福
田ら，1990）が出芽初期の5月ころから発生する。また，
白絹病やうどんこ病（福田ら，1990），さび病（福田ら，
1987）の報告があるが，生産現場では大きな問題になっ
ていない。
オウギに対する殺菌剤の登録はないが，野菜類で登録

のあるチウラム水和剤等で種子消毒を行う場合がある。

お　わ　り　に

ここ数年，薬用作物の国内生産拡大のため，国の補助
事業等により栽培技術の確立，機械化による効率化，優
良種苗の確保など様々な取組みが活発に行われている。
病害虫の分野では，特に病害の調査が遅れており，佐
藤・一木（2018）によれば 10種の薬用作物について病
原別に病害数をまとめた結果，その半数が 2010年以降
に新たに明らかとなった病害と報告している。また，カ
ンゾウやカノコソウのように 2009年以前は病害の報告
が全くなかったものもあり，これまで栽培されてきた作
物でも調査不足が栽培関係者の認識不足につながってい
たり，診断や防除に関する情報が栽培関係者に行き届い
ておらず，ありふれた病害が見過ごされ防除が徹底され
ていないことも少なくないと指摘している。これまで我
が国では生薬原料の約 8割を輸入に頼ってきたこともあ
り，薬用作物の病害を専門とする研究者や防除指導員は
ほとんどいなかった。
本稿で取り上げたトリカブトについても，雪解け後，

気温がまだ低い 4～5月ころから葉が褐変し始め，最終
的に地上部が枯れ上がる原因不明の症状が北海道等の生
産現場で大きな被害をもたらし問題となっている。また，
オウギでも根の一部が褐変し地上部が生育不良となる原
因不明の症状が発生しており，原因究明が急務である。
当社でも生薬栽培の効率化，機械化による大規模栽培
や優良品種の育成などに取り組むとともに，生産者と協
力して病害虫の発生調査や農薬の登録試験等がスムーズ
に行えるよう，国や都道府県の試験機関，自治体に協力
をお願いし様々な活動を行っている。今後は病害虫の発
生実態調査をさらに積み重ね，地域に合った防除体系を
提案できるよう尽力したい。
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